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平成 18 年３月期中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向を踏まえ、平成17年５月23日に公表した平成18年３月期中間の業績予想を下記

のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１. 平成 18 年３月期中間業績予想の修正 

(1) 個別中間業績予想（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想   (Ａ) 14,500 140 20 

今回修正予想   (Ｂ) 13,710 46 3 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △790 △94 △17 

増 減 率 △5.4％ △67.1％ △85.0％

（ご参考） 

前期実績（平成16年9月中間) 

 

14,430 

 

81 

 

52 

 

(2) 連結中間業績予想（平成 17 年４月１日～平成 17 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想   (Ａ) 16,500 150 10 

今回修正予想   (Ｂ) 15,700 57 6 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) △800 △93 △4 

増 減 率 △4.8％ △62.0％ △40.0％

（ご参考） 

前期実績（平成16年9月中間) 

 

16,333 

 

85 

 

27 

 



 

２. 修正の理由 

 当期の売上高につきましては、食肉加工品はローストビーフや生ハムの売上が順調に推移し

ましたが、ハム・ソーセージ類の売上は市場の低迷もあり減少しました。また、食肉について

も、国産牛肉が販売不振により減少しました。その結果、売上高は前回予想を下回る結果とな

りましたので当初予想を修正いたします。 

 利益面については食肉加工品の主要原料であります輸入豚肉価格の上昇、原油価格高騰によ

る包装資材価格の上昇等の要因が重なり粗利益率が低下したことにより厳しい状況となりまし

た。また、当中間期において当社が保有する固定資産を対象とした減損処理を行った結果、減

損損失 37 百万円を特別損失として計上する見込みであります。以上の結果、経常利益、当期利

益とも前回予想を下回る見込となりましたので、中間期の業績予想を修正いたします。連結業

績予想の修正につきましては、主に個別業績予想の修正に伴い、修正するものであります。 

 なお、通期の業績予想につきましては、今後の状況を見極めた上で、平成 17 年 11 月 22 日の

中間決算発表時に公表する予定であります。 

 

※ 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につ

きましては、様々な不確定要素がございますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場

合があります。 

 

以 上 


